
Title カール・クラウスとハインリヒ・ラマシュ :
「オーストリア的中欧」理念と第一次世界大戦

Sub Title Karl Kraus und Heinrich Lammasch : Die österreichische
Mitteleuropaidee im Ersten Weltkrieg

Author 高橋, 義彦(Takahashi, Yoshihiko)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科

Publication
year

2011

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.88, (2011. 3) ,p.139- 166 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-00000088-0139

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


カール・クラウスとハインリヒ・ラマシュ

139

一
　
は
じ
め
に

二
　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ

　
㈠
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
と
は
誰
か

　
㈡
　
先
行
研
究
の
整
理

三
　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論

　
㈠
　「
よ
り
よ
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
」（F445

―453: 66
―67
）
と
「
平
和
の
国
際
的
保
障
」（ES: 92

―95

）

　
㈡
　「
ラ
マ
シ
ュ
に
」（F474

―483: 46

―49

）
と
「
上
院
第
三
演
説
」（ES: 160

―175

）

　
㈢
　「
第
二
部
」（F474

―483: 136

―139

）
と
「
上
院
第
二
演
説
」（ES: 148

―160

）

四
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
反
戦
思
想

　
㈠
　
批
判
の
対
象

　
㈡
　
ラ
マ
シ
ュ
の
理
念

五
　
ま
と
め

カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ

―
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
と
第
一
次
世
界
大
戦

髙
　
　
橋
　
　
義
　
　
彦



法学政治学論究　第88号（2011.3）

140

一
　
は
じ
め
に

　
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
思
想
家
で
あ
っ
た
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
（
一

八
七
四
―
一
九
三
六
）
の
第
一
次
世
界
大
戦
（
以
下
一
次
大
戦
）
中
の
反
戦
思
想
は
、
戦
後
大
部
の
戯
曲
『
人
類
最
後
の
日
々
（D

ie letzten 

Tage der M
enschheit

）』（
一
九
二
二
年
）
へ
と
洗
練
・
純
化
さ
れ
た
。
同
作
品
の
成
果
に
よ
り
、
ク
ラ
ウ
ス
は
三
度
に
わ
た
っ
て
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
名
声
を
博
し
た
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
と
一
次
大
戦
を
め
ぐ
る
研
究
も
同
作
品
を
中
心

に
行
わ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
日
本
に
お
い
て
最
も
早
い
段
階
で
の
ク
ラ
ウ
ス
紹
介
者
の
一
人
加
藤
周
一
は
同
作
を
次
の

よ
う
に
評
し
て
い
る
。

『
人
類
最
後
の
日
々
』
は
、
今
読
ん
で
も
、
少
し
も
色
あ
せ
て
い
な
い
。
そ
の
具
体
的
な
背
景
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
り
、
そ
の
舞
台
は
、
独
墺

同
盟
側
の
社
会
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
経
験
し
た
す
べ
て
の
戦
争
を
見
る
こ
と
が
で
き（
1
）る。

加
藤
の
よ
う
に
多
く
の
論
者
は
『
人
類
最
後
の
日
々
』
の
意
義
を
、
一
次
大
戦
下
の
ウ
ィ
ー
ン
と
い
う
き
わ
め
て
特
殊
な
状
況
下
を
描
い

た
戯
曲
に
も
か
か
わ
ら

0

0

0

0

ず0

、
そ
の
射
程
が
近
代
戦
争
全
般
へ
の
批
判
に
向
い
て
い
る
と
い
う
普
遍
性
ゆ
え
に
認
め
て
き
た
。
だ
が
一
方
で

戦
時
中
に
も
刊
行
さ
れ
続
け
、
こ
の
戯
曲
の
素
材
と
な
っ
た
彼
の
個
人
誌
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
（D

ie F

（
2
）

ackel

）』
に
発
表
さ
れ
た
具
体
的
な
ク

ラ
ウ
ス
の
一
次
大
戦
批
判
は
あ
ま
り
省
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
論
が
着
目
す
る
の
は
、
こ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
一
次
大
戦
中
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
政
治
へ
の
具
体
的
、
時
事
的
な
批
判
の
内
容
で
あ
る
。

　
中
で
も
本
論
の
目
的
は
一
次
大
戦
中
の
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
反
戦
思
想
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
派
の
政
治
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
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シ
ュ
（
一
八
五
三
―
一
九
二
〇
）
の
反
戦
思
想
と
の
関
連
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
両
者
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
創
刊
当
初
か
ら
親
交
が

あ
り
、
特
に
一
次
大
戦
期
に
ク
ラ
ウ
ス
は
同
じ
反
戦
派
と
し
て
ラ
マ
シ
ュ
を
強
く
支
持
し
、
い
く
つ
か
の
ラ
マ
シ
ュ
論
を
『
フ
ァ
ッ
ケ

ル
』
誌
上
に
発
表
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
研
究
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
の
関
連
を
論
じ
る
意
義
は
、
ク
ラ
ウ
ス
の
反
戦
思
想

を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
治
史
の
文
脈
で
ラ
マ
シ
ュ
に
代
表
さ
れ
る
保
守
派
の
反
戦
思
想
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
こ
と
、
そ
し
て
ク
ラ
ウ
ス
を

保
守
派
の
反
戦
思
想
の
基
盤
に
あ
る
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
の
観
点
か
ら
捉
え
な
お
す
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
に
あ
る
。
従
来
ク

ラ
ウ
ス
は
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
を
肯
定
的
に
語
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
神
話
の
冷
酷
な
破
壊（
3
）者と
み
な
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ス
の
作
品
群
は

「
ウ
ィ
ー
ン
と
い
う
環
境
に
対
抗
し
て

0

0

0

0

生
み
出
さ
れ
た
文
化
に
他
な
ら
な
い
（
傍
点
引
用（
4
）者）」
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
通
説
に

対
し
、
本
論
は
鋭
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
批
判
者
ク
ラ
ウ
ス
に
も
拭
い
が
た
く
内
在
し
て
い
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
の
視
座
を
、
彼
の

反
戦
思
想
、
中
で
も
ラ
マ
シ
ュ
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
保
守
思
想
に
根
ざ
し
た
反
戦
思
想
と
の
関
連
か
ら
読
み
解
こ
う
と
試
み
る
も
の

で
あ
る
。

　
そ
の
際
本
論
が
扱
う
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
と
は
、
広
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
理
念
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
神
話
な
ど
で
言
い
換
え
ら
れ
る
、

ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
と
は
異
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
独
自
の
存
在
意
義
を
主
張
す
る
思
想
の
基
盤
と
し
て
の
「
中
欧
」
を
意
味
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
関
係
拡
大
を
目
指
す
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
中
欧
論
、
特
に
一
次

大
戦
の
文
脈
で
言
え
ば
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
の
中
欧
論
と
は
明
確
に
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
「
中
欧
」
で
あ（
5
）る。「

ド
イ
ツ
＝
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」
な
中
欧
か
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
中
欧
か
、
と
い
う
選
択
肢
は
一
九
世
紀
末
以
降
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

市
民
層
内
部
に
深
刻
な
亀
裂
を
生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
問
題
で
あ
っ（
6
）た。

後
者
の
立
場
が
主
張
す
る
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の 

多
民
族
性
、
多
文
化
性
、
カ
ト
リ
ッ
ク
性
な
ど
を
そ
の
支
柱
と
し
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
は
、
旧
弊
な
多
民
族
帝
国
を 

「
保
守
」
す
る
機
能
を
果
た
す
一
方
で
、
一
次
大
戦
時
の
排
他
的
な
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
後
に
は
ナ
チ
ズ
ム
の
人
種
主
義
に
対

す
る
強
力
な
反
対
を
生
み
出
す
原
動
力
と
も
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
代
表
的
理
論
家
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
も
こ
う
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し
た
理
念
を
、
特
に
そ
の
代
表
者
と
し
て
ラ
マ
シ
ュ
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
、「
ま
っ
た
く
独
特
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
平
和
主
義
」
と
評
価

し
て
い（
7
）る。

　
だ
が
そ
れ
は
「
思
想
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
抽
象
的
に
純
化
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
ド
イ
ツ
の
影
響
力
が
拡
大
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
独

自
性
が
脅
か
さ
れ
た
と
き
に
発
露
さ
れ
る
、「
思
想
」
以
前
の
い
わ
ば
「
政
治
文
化
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ（
8
）う。
そ
れ
ゆ
え
本

論
に
お
い
て
も
ク
ラ
ウ
ス
の
積
極
的
な
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
論
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
一
次
大
戦
と
い
う
危
機
の
時
代
へ
の
ク

ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
の
反
応
（
時
事
的
な
反
戦
論
文
）
か
ら
両
者
に
共
通
す
る
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
を
読
み
取
る
こ
と
を
試

み
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
、
一
次
大
戦
前
の
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
へ
の
支
持
、
戦
時
中
の
ラ
マ
シ
ュ
反
戦
思
想
へ
の
共
鳴
、

一
九
三
〇
年
代
の
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ル
フ
ス
政
権
の
支
持

―
彼
ら
は
い
ず
れ
も
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
の
存
在
意
義
を
説
く

政
治
家
で
あ
っ
た

―
に
見
ら
れ
る
、
ク
ラ
ウ
ス
の
政
治
的
態
度
の
変
遷
に
一
貫
し
て
通
底
す
る
視
座
を
抽
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
論
の
目
的
は
、
①
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
反
戦
思
想
を
彼
の
ラ
マ
シ
ュ
論
を
手
掛
か
り
に
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
治

史
」
の
文
脈
で
保
守
反
戦
思
想
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
②
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
に
代
表
さ
れ
る
「
保
守
反
戦
思
想
」

の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
次
章
に
お
い
て
は
、
簡
単
に
ラ
マ
シ
ュ
の
経
歴
を
紹
介
し
た
上
で
、
ク
ラ
ウ
ス

と
ラ
マ
シ
ュ
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
両
者
を
比
較
し
て
論
じ
る
妥
当
性
を
示
す
。
第
三
章
に
お
い
て
は
『
フ
ァ
ッ
ケ

ル
』
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論
を
、
ク
ラ
ウ
ス
が
そ
こ
で
引
用
・
言
及
し
て
い
る
ラ
マ
シ
ュ
の
著
作
・
演
説
の
内
容
と
共
に
紹

介
す
る
。
そ
し
て
第
四
章
に
お
い
て
は
、
ラ
マ
シ
ュ
反
戦
思
想
の
よ
り
詳
細
な
内
容
を
、
特
に
そ
の
批
判
対
象
と
対
抗
理
念
に
着
目
し
て

考
察
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ク
ラ
ウ
ス
が
強
く
支
持
し
た
ラ
マ
シ
ュ
反
戦
思
想
を
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
に
根
ざ
し
た
保
守
思

想
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
解
け
る
こ
と
を
提
示
し
た
い
。
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二
　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ

㈠
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
と
は
誰
か

　
で
は
ま
ず
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
ラ
マ
シ
ュ
と
い
う
人
物
の
経
歴
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
ラ
マ
シ
ュ
は
一
八
五
三
年

に
ニ
ー
ダ
ー
エ
ス
タ
ラ
イ
ヒ
の
ザ
イ
テ
ン
シ
ュ
テ
ッ
テ
ン
に
生
ま
れ
た
。
シ
ョ
ッ
テ
ン
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
ウ
ィ
ー
ン
大
学
を
経
て
法
学
博

士
号
を
取
得
し
、
刑
法
と
国
際
法
の
専
門
家
と
し
て
母
校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
。
後
に
保
守
反
戦
派
と
し
て
志
を
同
じ
く
す
る
ヨ
ゼ

フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
、
ヨ
ゼ
フ
・
レ
ー
ト
リ
ヒ
も
若
き
日
に
彼
の
下
で
学
ん
で
い
る
。
一
八
九
九
年
に
は
上
院
議
員
と
な
り
、
ハ
ー
グ

国
際
平
和
会
議
に
政
府
代
表
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
さ
ら
に
ラ
マ
シ
ュ
は
一
九
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
会
議
に
も
参
加
し
て

い
る
し
、
仲
裁
裁
判
所
の
判
事
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
平
和
運
動
に
も
関
心
が
強
く
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ

ト
ナ
ー
の
平
和
友
好
協
会
に
も
参
加
し
て
い
た
。
一
方
で
保
守
派
の
論
客
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
国
内
問
題
に
関
し

皇
位
継
承
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
務
め（
9
）た。

国
際
法
学
者
と
し
て
国
際
紛
争
の
仲
裁
裁
判
を
通

じ
た
解
決
を
目
指
す
平
和
主
義
、
一
方
、
愛
国
者
と
し
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
枠
組
み
を
多
民
族
の
連
邦
国
家
へ
と
改
組
す
る
こ
と
で

維
持
し
よ
う
と
す
る
保
守
主
義
が
彼
の
思
想
の
根
底
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
次
大
戦
中
に
は
こ
う
し
た
思
想
か
ら
反
戦
的
態
度
を
貫
き
、
様
々
な
媒
体
で
反
戦
言
論
活
動
を
行
う
と
共
に
上
院
で
三
度
に
わ
た
っ

て
反
戦
演
説
を
行
っ
た
（
こ
れ
ら
は
戦
後
反
戦
論
文
集
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
時
、（Europas elfte Stunde

）』
に
ま
と
め
ら
れ
た
）。
ま
た
産
業
家

ユ
リ
ウ
ス
・
マ
イ
ン
ル
（
日
本
で
は
画
家
田
中
頼
璋
の
娘
で
歌
手
の
路
子
の
最
初
の
夫
と
し
て
知
ら
れ
る
）、
ヨ
ゼ
フ
・
レ
ー
ト
リ
ヒ
ら
が
結
成
し

た
反
戦
グ
ル
ー
プ
に
も
所
属
し
て
い
た
。
一
九
一
六
年
一
一
月
に
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
が
逝
去
し
、
若
き
カ
ー
ル
一
世
が
帝
位
に

就
く
と
、
講
和
や
国
内
問
題
に
関
し
進
言
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
戦
争
末
期
の
一
九
一
八
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
特
使
で
あ
る
ジ
ョ
ー
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ジ
・
ヘ
ロ
ン
と
ス
イ
ス
で
接
触
、
一
〇
月
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
最
後
の
首
相
に
就
任
す
る
な
ど
現
実
政
治
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
）
10
（

た
。

　
高
名
な
国
際
法
学
者
で
あ
っ
た
ラ
マ
シ
ュ
が
一
九
二
〇
年
に
亡
く
な
る
と
、
各
国
の
知
識
人
か
ら
哀
悼
の
意
が
表
さ
れ
た
。
た
と
え

ば
『
ア
メ
リ
カ
国
際
法
雑
誌
（The A

m
erican Journal of International Law

）』
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ス
コ
ッ
ト

が
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
は
そ
の
最
も
す
ぐ
れ
た
市
民
を
失
っ
た
」
と
ラ
マ
シ
ュ
の
偉
大
さ
を
た
た
）
11
（

え
、『
イ
ギ
リ
ス
国
際
法
年
鑑

（British Yearbook of International Law

）』
で
は
、
Ｗ
・
Ｒ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
が
次
の
よ
う
に
ラ
マ
シ
ュ
を
追
悼
し
て
い
る
。

後
世
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
ラ
マ
シ
ュ
の
名
は
、
勇
敢
で
高
貴
な
愛
国
者
、
旧
き
帝
国
の
最
後
の
首
相
の
名
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
世
界
史
に

お
い
て
は
彼
の
名
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
の
迷
宮
か
ら
秩
序
正
し
く
適
切
に
組
織
さ
れ
た
文
明
社
会
へ
と
人
類
を
導
く
偉
大
な
努
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
残

り
続
け
る
だ
ろ
）
12
（
う
。

　
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
先
述
の
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
創
刊
当
初
か
ら
親
交

が
あ
り
、
ま
た
特
に
一
次
大
戦
中
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
数
少
な
い
反
戦
知
識
人
と
し
て
共
に
文
筆
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
一

次
大
戦
中
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論
は
、「
よ
り
よ
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
」（F445

―453: 66

―67

）、「
ラ
マ

シ
ュ
に
」（F474

―483: 46

―49

）、「
第
二
部
」（F474

―483: 136

―139
）
と
三
度
に
わ
た
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
の
論
文
が
ラ
マ

シ
ュ
の
『
労
働
者
新
聞
（Arbeiter Zeitung

）』
へ
の
寄
稿
「
平
和
の
国
際
的
保
障
」（ES: 92

―95

）
に
、
二
つ
目
の
論
文
が
ラ
マ
シ
ュ
の

「
上
院
第
三
演
説
」（ES: 160

―175

）
に
、
三
つ
目
の
論
文
が
ラ
マ
シ
ュ
の
「
上
院
第
二
演
説
」（ES: 148

―160

）
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ク
ラ
ウ
ス
が
一
次
大
戦
中
に
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
論
文
・
演
説
に
注
意
深
く
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
の

兄
弟
で
実
業
家
の
ル
ド
ル
フ
・
ク
ラ
ウ
ス
も
ラ
マ
シ
ュ
や
マ
イ
ン
ル
ら
の
反
戦
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
そ
の
会
合
場
所
に
自
宅
を
提
供
す
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る
な
ど
協
力
し
て
い
）
13
（
た
。
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
の
関
係
は
こ
う
し
た
伝
記
的
事
実
か
ら
も
明
白
と
い
え
る
。

㈡
　
先
行
研
究
の
整
理

　
次
に
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
の
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
を
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
整
理
し
た
い
。
ク
ラ
ウ
ス
研
究
に
お
い

て
両
者
の
関
係
を
示
唆
す
る
先
行
研
究
は
数
多
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
次
大
戦
中
の
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
紹
介
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
イ
ェ
ン
ス
・
マ
ル
テ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
ク
ラ
ウ
ス
の
反
戦
思
想
が
カ
ン
ト
の
リ
ゴ
リ
ズ
ム
同
様
ラ
マ
シ
ュ
の
理
念
に
影

響
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
影
響
関
係
の
具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
）
14
（
い
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
プ
フ
ァ

ビ
ガ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
に
個
人
的
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
、
非
政
治
的
著
作
家
ク
ラ
ウ
ス
の
「
最
も
重
要
」
な
政
治

的
記
事
と
し
て
彼
の
ラ
マ
シ
ュ
論
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
）
15
（

い
。
ま
た
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
思
想
に

お
け
る
ラ
マ
シ
ュ
論
の
位
置
づ
け
を
読
み
誤
っ
て
い
る
。
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
は
い
わ
ば
ク
ラ
ウ
ス
の
修
正
主
義
的
な
評
価
を
行
う
研
究
者
で
、

一
貫
し
た
反
戦
平
和
主
義
者
ク
ラ
ウ
ス
と
い
う
従
来
の
評
価
に
対
し
、
戦
前
の
ク
ラ
ウ
ス
の
保
守
反
動
思
想
か
ら
の
「
転
換
」
を
強
調
す

る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
ク
ラ
ウ
ス
の
保
守
反
動
の
証
拠
と
し
て
、
戦
前
の
ク
ラ
ウ
ス
思
想
に
顕
著
な
進
歩
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
対
す
る
悲
観
的
な
評
価
、
さ
ら
に
保
守
的
な
皇
位
継
承
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
を
支
持
し
て
い
た
そ
の
政
治
的
姿
勢
を
挙

げ
る
。
そ
う
し
た
態
度
か
ら
の
「
転
換
」
の
結
果
と
し
て
ク
ラ
ウ
ス
の
反
戦
平
和
主
義
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
）
16
（
る
。
し
か
し
先
述
の
よ
う

に
ラ
マ
シ
ュ
は
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
非
常
に
近
い
立
場
に
あ
っ
た
。
政
治
的
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
の
フ
ラ
ン

ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
評
価
と
ラ
マ
シ
ュ
評
価
の
間
に
は
「
転
換
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
連
続
」
性
を
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え

よ
う
。
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
数
少
な
い
邦
語
研
究
に
は
太
田
隆
士
の
も
の
が
あ
る
。
だ
が
同
研
究
は
ハ
リ

ー
・
ツ
ォ
ー
ン
の
研
究
に
依
拠
し
ラ
マ
シ
ュ
を
『
人
類
最
後
の
日
々
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
楽
天
家
の
モ
デ
ル
と
捉
え
て
い
る
点
に
問
題

が
あ
）
17
（
る
。
あ
ま
り
に
素
朴
に
戦
争
を
支
持
す
る
文
字
通
り
の
楽
天
家
と
反
戦
平
和
主
義
者
ラ
マ
シ
ュ
を
重
ね
合
わ
せ
る
の
に
は
無
理
が
あ
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る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（『
人
類
最
後
の
日
々
』
で
は
ク
ラ
ウ
ス
が
自
ら
を
モ
デ
ル
と
し
た
不
平
家
と
、
楽
天
家
の
対
話
が
二
四
場
に
わ
た
っ
て
繰
り

広
げ
ら
れ
る
）。

　
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
の
関
係
を
同
時
代
の
政
治
史
的
な
文
脈
か
ら
読
み
解
い
て
い
る
の
が
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
テ
ィ
ム
ズ
ら
の
研
究
で
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
を
共
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ド
イ
ツ
と
の
同
盟
か
ら
の
離
脱
と
単
独
講
和
を
模
索
す

る
政
治
勢
力
と
位
置
づ
け
て
い
）
18
（

る
。
さ
ら
に
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
評
価
を
一
次
大
戦
期
の
反
戦
思
想
に
限
定
す
る
こ
と

な
く
、
ラ
マ
シ
ュ
を
ク
ラ
ウ
ス
が
本
能
的
に
反
応
す
る
よ
う
な
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
保
守
派
」
の
人
物
で
あ
る
と
み
な
し
、
一
九
三
〇
年

代
の
ド
ル
フ
ス
支
持
も
ク
ラ
ウ
ス
が
ラ
マ
シ
ュ
と
同
じ
要
素
を
ド
ル
フ
ス
の
中
に
認
め
た
こ
と
に
理
由
が
あ
る
と
考
え
、
ラ
マ
シ
ュ
支
持

か
ら
ド
ル
フ
ス
支
持
を
「
連
続
」
的
に
捉
え
て
い
）
19
（
る
。
同
様
に
テ
ィ
ム
ズ
も
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
支
持
を
彼
の
保
守
的
態
度
か
ら
理
解

し
、
後
の
ド
ル
フ
ス
支
持
の
中
に
は
一
次
大
戦
前
の
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
支
持
が
反
響
し
て
い
る
と
指
摘
す
）
20
（

る
。
こ
の
意
味

で
両
者
の
研
究
は
、
ク
ラ
ウ
ス
を
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
、
ラ
マ
シ
ュ
、
ド
ル
フ
ス
と
の
関
連
で
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」

と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
先
行
研
究
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
両
者
共
に
こ
こ
で
触
れ
た
全
て
の
先
行
研
究
同

様
、
ク
ラ
ウ
ス
の
反
戦
思
想
と
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
思
想
を
テ
キ
ス
ト
の
レ
ベ
ル
で
比
較
す
る
と
い
う
作
業
は
行
っ
て
い
な
い
。
パ
ウ
ル
・

シ
ッ
ク
の
研
究
が
、
ラ
マ
シ
ュ
の
テ
キ
ス
ト
を
引
用
し
、
そ
れ
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
数
少
な
い

先
行
研
究
の
一
つ
で
あ
）
21
（
る
。
ま
た
ラ
マ
シ
ュ
、
マ
イ
ン
ル
、
レ
ー
ト
リ
ヒ
ら
保
守
反
戦
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
研
究
書
も
い
く
つ
か
存
在
す

る
が
、
ク
ラ
ウ
ス
が
彼
ら
を
支
持
し
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
誌
上
で
側
面
支
援
し
て
い
た
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
）
22
（

い
。
本
論
の
主
題
は
こ
の

両
者
の
テ
キ
ス
ト
の
比
較
作
業
を
通
じ
て
、
ク
ラ
ウ
ス
反
戦
思
想
に
お
け
る
ラ
マ
シ
ュ
の
重
要
性
と
共
に
、
ラ
マ
シ
ュ
に
代
表
さ
れ
る
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
保
守
反
戦
思
想
の
内
容
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

　
次
章
で
は
、
上
記
の
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論
並
び
に
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ラ
マ
シ
ュ
の
論
文
・
演
説
の
内
容
を
、
両
者
の
ほ
か

の
テ
キ
ス
ト
に
も
言
及
し
な
が
ら
紹
介
し
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ラ
マ
シ
ュ
反
戦
思
想
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
賛
同
し
て
い
た
の
か
を
提
示
す
る
。
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三
　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論

㈠
　「
よ
り
よ
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
」（F445

―453: 66

―67

）
と
「
平
和
の
国
際
的
保
障
」（ES: 92

―95

）

　
ま
ず
検
討
す
る
の
は
こ
の
二
つ
の
論
文
で
あ
る
。
ラ
マ
シ
ュ
の
論
文
は
一
九
一
六
年
に
社
会
民
主
党
の
『
労
働
者
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
で
、
ク
ラ
ウ
ス
の
論
文
は
ほ
ぼ
こ
の
ラ
マ
シ
ュ
の
論
文
の
引
用
か
ら
な
っ
て
い
る
。
同
論
文
の
主
題
は
軍
縮
で
あ
る
。
ラ
マ
シ
ュ

は
ド
イ
ツ
が
ハ
ー
グ
会
議
以
来
の
反
軍
縮
路
線
を
改
め
、「
途
方
も
な
い
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
の
反
復
」
を
防
ぐ
た
め
に
も
軍
縮
の
方
向
へ
進

ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。「
政
治
家
は
従
来
行
わ
れ
て
き
た
軍
拡
の
道
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（ES: 94

）。
両
者
は

と
も
に
近
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
が
軍
拡
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
従
来
の
語
彙
で
戦
争
を
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
確
信
に

到
達
し
て
い
た
。
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ス
は
高
度
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
兵
器
（
一
次
大
戦
で
い
え
ば
毒
ガ
ス
や
Ｕ
ボ
ー
ト
）
を
用
い
て
戦
争
を
遂
行

し
つ
つ
、
そ
れ
を
聖
戦
や
名
誉
の
戦
死
な
ど
旧
来
の
語
彙
で
装
飾
し
正
当
化
す
る
こ
と
を
「
テ
ク
ノ
ロ
マ
ン
主
義
」
と
名
づ
け
強
く
批
判

し
て
い
る
（F474

―483: 41

―

（
（（
（45

）。
ま
た
ラ
マ
シ
ュ
も
別
の
論
文
で
ホ
ッ
ブ
ズ
に
言
及
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

ホ
ッ
ブ
ズ
が
自
然
状
態
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
平
等
を
、
強
者
が
暴
力
に
よ
っ
て
、
弱
者
が
策
略
に
よ
っ
て
双
方
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

事
実
か
ら
引
き
出
し
た
よ
う
に
、
高
度
な
〈
文
化
的
〉
状
況
の
中
で
は
、
国
家
間
の
平
等
の
問
題
は
、
双
方
が
あ
れ
や
こ
れ
や
の
性
質
の
手
段
（
高
度

な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
兵
器
の
こ
と

―
引
用
者
注
）
を
用
い
て
お
互
い
を
絶
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
（ES: 116

）。

こ
の
人
類
文
明
の
新
た
な
段
階
に
お
い
て
、
も
は
や
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
戦
争
は
不
可
能
で
あ
る
と
彼
ら
は
考
え
た
。
ク

ラ
ウ
ス
は
自
ら
の
論
文
の
末
尾
を
「
私
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
教
授
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
立
派
と
さ
れ
る
こ
の
国
で
数
少
な
い
立
派
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な
人
で
あ
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
隣
人
愛
が
日
和
見
的
に
扱
わ
れ
る
国
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
疑
わ
な
い
」
と
結

び
、
ラ
マ
シ
ュ
を
称
賛
し
て
い
る
。

㈡
　「
ラ
マ
シ
ュ
に
」（F474

―483: 46

―49

）
と
「
上
院
第
三
演
説
」（ES: 160

―175

）

　
こ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論
は
、
ラ
マ
シ
ュ
の
上
院
で
の
演
説
と
そ
れ
へ
の
反
響
に
対
す
る
応
答
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
一
九

一
八
年
二
月
の
ラ
マ
シ
ュ
の
「
上
院
第
三
演
説
」
は
、
全
体
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
の
上
院
議
員
ロ
ベ
ル

ト
・
パ
ッ
タ
イ
の
演
説
へ
の
批
判
で
あ
る
。
パ
ッ
タ
イ
は
ド
イ
ツ
と
の
関
係
強
化
と
勝
利
の
講
和
（Siegfried

）
を
主
張
す
る
政
治
家
で

あ
っ
た
。
ラ
マ
シ
ュ
は
同
演
説
の
中
で
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

こ
れ
（
パ
ッ
タ
イ
の
演
説

―
引
用
者
注
）
は
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
重
工
業
の
弁
護
士
の
演
説
で
あ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
人
民

（Volk

）
の
た
め
の
演
説
で
は
な
い
（ES: 161
）。

ラ
マ
シ
ュ
は
戦
争
継
続
を
主
張
す
る
パ
ッ
タ
イ
ら
の
主
張
が
決
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
民
の
た
め
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
帝
国
主

義
を
支
え
る
ド
イ
ツ
重
工
業
の
利
益
に
な
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
喝
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
の
翌
日
社
会
民
主
党
の
カ
ー
ル
・
ザ
イ
ツ
は
、

ラ
マ
シ
ュ
の
発
言
こ
そ
「
人
民
」
の
意
見
を
代
弁
す
る
も
の
と
賛
美
す
る
演
説
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
下
院
で
行
っ
）
24
（
た
）。

　
ま
た
パ
ッ
タ
イ
ら
の
望
む
勝
利
の
講
和
も
批
判
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
。
勝
利
の
講
和
で
求
め
ら
れ
る
平
和
の
「
物
質
的
・
現
実
的
保

障
」
な
る
も
の
（
新
た
な
戦
争
を
防
ぐ
と
い
う
口
実
で
行
わ
れ
る
、
相
手
国
の
弱
体
化
を
目
指
す
賠
償
や
領
土
割
譲
な
ど
の
こ
と

―
引
用
者
注
）
は
、

つ
ね
に
復
讐
の
た
め
の
戦
争
、
量
質
両
面
で
の
軍
拡
を
招
い
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
勝
利
の
講
和
と
は
間
違
っ
た
講
和
（ein fauler Fried

）

に
帰
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
ラ
マ
シ
ュ
は
結
論
付
け
る
。「
征
服
政
治
は
そ
れ
が
国
家
間
の
戦
争
状
態
を
永
続
化
さ
せ
う
る
が
ゆ
え
に
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否
認
さ
れ
る
」（ES: 166

）。
同
演
説
が
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
の
強
い
反
発
を
招
き
、
演
説
中
に
激
し
い
野
次
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と

は
議
事
録
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
議
会
の
外
で
も
、
ラ
マ
シ
ュ
は
新
聞
紙
上
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ト
ユ
ン
ク
ら

ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
か
ら
厳
し
く
非
難
さ
れ
）
25
（
た
。
こ
の
一
連
の
出
来
事
に
対
し
て
、
ラ
マ
シ
ュ
の
弟
子
で
あ
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は

見
舞
い
の
手
紙
を
書
き
送
）
26
（
り
、
ク
ラ
ウ
ス
は
同
年
五
月
に
発
表
し
た
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
誌
上
で
同
演
説
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
ラ

マ
シ
ュ
の
支
援
を
行
っ
た
。

　
こ
の
ラ
マ
シ
ュ
支
持
の
論
文
が
「
ラ
マ
シ
ュ
に
」
で
あ
る
（
ク
ラ
ウ
ス
は
一
般
聴
衆
を
前
に
行
っ
た
自
作
朗
読
会
に
お
い
て
も
、
数
回
に
わ
た

っ
て
こ
の
論
文
の
朗
読
を
行
っ
て
い
る
）。
ク
ラ
ウ
ス
は
ラ
マ
シ
ュ
と
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
を
対
比
的
に
論
じ
る
形
式
を
採
り
、
パ
ッ
タ

イ
、
フ
ォ
ン
・
プ
レ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
ト
ユ
ン
ク
ら
代
表
的
な
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
諷
刺
的
に
批
判
を
加
え

た
。
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
は
、
も
し
今
カ
ン
ト
が
自
ら
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
を
引
用
し
て
み
せ
た
り
な
ど
し
た
ら
カ
ン
ト
を
の

の
し
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
ド
イ
ツ
建
国
の
父
ビ
ス
マ
ル
ク
に
対
し
て
も
、
彼
が
普
仏
戦
争
の
際
に
エ
ル
ザ
ス
だ
け
で
満
足
し
た
こ
と
で

の
の
し
る
で
あ
ろ
う
。
パ
ッ
タ
イ
は
「
我
々
は
勝
者
で
あ
り
、
勝
利
の
栄
冠
を
要
求
す
る
」
と
叫
ぶ
で
あ
ろ
う
し
、
フ
ォ
ン
・
プ
レ
ー
ナ

ー
は
カ
ン
ト
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
そ
れ
よ
り
も
外
国
の
思
考
様
式
に
近
い
こ
と
を
咎
め
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
ラ
マ
シ

ュ
を
高
く
評
価
す
る
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
、
フ
リ
ー
ト
ユ
ン
ク
か
ラ
マ
シ
ュ
か
と
い
う
選
択
肢
自
体
が
時
代
の
お
か
し
さ
な
の
で
あ

る
（
フ
リ
ー
ト
ユ
ン
ク
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ナ
ウ
マ
ン
中
欧
論
の
代
表
的
な
支
持
者
で
あ
っ
た
）。
こ
の
論
説
を
ク
ラ
ウ
ス
は
「
ラ
マ
シ
ュ

万
歳
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
は
『
人
類
最
後
の
日
々
』
に
も
、
恐
ら
く
ラ
マ
シ
ュ
の
演
説
が
行
わ
れ
た
日
の
パ
ッ
タ
イ
を
諷
刺
的
に
登
場
さ
せ
次
の

台
詞
を
言
わ
せ
て
い
る
。

わ
し
は
奴
に
答
弁
し
て
や
っ
た
と
も
。
一
歩
も
退
く
も
ん
か
い
と
な

―
や
つ
も
じ
っ
く
り
考
え
直
そ
う
ぞ
い
、
ラ
マ
シ
ュ
は
じ
ゃ
よ
。
わ
し
ら
は
勝
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利
者
に
し
て
じ
ゃ
、
し
か
り
し
て
勝
利
の
栄
冠
を
要
求
す
る
（
五
幕
三
場
、
池
内
紀
訳
を
一
部
修
正
）。

本
論
が
主
張
す
る
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ス
反
戦
思
想
に
お
い
て
ラ
マ
シ
ュ
は
非
常
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
人
類
最
後

の
日
々
』
で
の
ラ
マ
シ
ュ
の
登
場
箇
所
は
こ
の
パ
ッ
タ
イ
の
台
詞
の
中
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
ク
ラ
ウ
ス
反
戦
思
想
の
包
括
的 

研
究
に
は
、『
人
類
最
後
の
日
々
』
だ
け
で
は
な
く
、
戦
時
中
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
え 

よ
う
。

㈢
　「
第
二
部
」（F474

―483: 136

―139

）
と
「
上
院
第
二
演
説
」（ES: 148

―160

）

　
ク
ラ
ウ
ス
の
同
論
文
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
相
オ
ッ
ト
カ
ー
ル
・
チ
ェ
ル
ニ
ン
の
政
治
的
態
度
と
、
ラ
マ
シ
ュ
の
上
院
で
の
「
第
二
演

説
」（
一
九
一
七
年
一
〇
月
）
を
対
比
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ほ
ぼ
ラ
マ
シ
ュ
の
演
説
の
引
用
と
、
そ
れ
へ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
コ
メ
ン

ト
か
ら
な
っ
て
い
る
。
同
演
説
の
主
題
は
講
和
と
国
際
的
仲
裁
機
関
の
設
置
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
引
用
箇
所
で
ラ
マ
シ
ュ
は
ま
ず
自
ら

の
ハ
ー
グ
で
の
裁
判
官
と
し
て
の
経
験
を
語
り
、
各
国
の
裁
判
官
の
公
正
な
態
度
を
回
顧
し
て
い
る
。
そ
し
て
チ
ェ
ル
ニ
ン
に
対
し
「
暴

力
の
支
配
で
は
な
く
法
の
支
配
」
を
、「
国
家
間
組
織
を
設
立
し
、
永
遠
の
臨
戦
状
態
（der ew

igen Kriegsbereitschaft

）
の
場
所
に
平
和

の
受
け
入
れ
準
備
（Bereitschaft zum

 Frieden

）
を
整
え
る
こ
と
」
を
、
戦
況
の
好
転
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
履
行
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ス
は
論
文
末
尾
で
「
こ
れ
以
上
鮮
明
に
、
思
慮
深
く
、
人
間
的
に
精
神
的
に
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
、
こ
こ
で
も
ラ

マ
シ
ュ
を
絶
賛
し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
同
じ
保
守
派
で
も
ラ
マ
シ
ュ
と
チ
ェ
ル
ニ
ン
の
違
い
は
、
前
者
が
一
貫
し
て
講
和
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、

後
者
が
講
和
を
望
み
つ
つ
ド
イ
ツ
の
勝
利
の
講
和
に
も
期
待
す
る
と
い
う
二
枚
舌
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
特
に
チ
ェ
ル
ニ

ン
が
協
商
国
側
と
の
講
和
に
失
敗
し
失
脚
し
た
一
九
一
八
年
四
月
以
降
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
天
才
チ
ェ
ル
ニ
ン
」（F474

―483: 1

―22

）、「
原
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理
的
声
明
」（F484

―498: 232

―240

）
な
ど
の
論
文
で
厳
し
く
チ
ェ
ル
ニ
ン
を
批
判
し
て
い
る
。
ラ
マ
シ
ュ
自
身
も
チ
ェ
ル
ニ
ン
の
外
交

に
は
懸
念
を
持
ち
、
上
記
の
よ
う
に
戦
況
の
好
転
に
よ
っ
て
目
指
す
講
和
の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
釘
を
刺
し
て
い
る
し
、

「
第
三
演
説
」
に
お
い
て
も
チ
ェ
ル
ニ
ン
が
中
立
国
で
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
憂
慮
を
語
っ
て
い
る
（ES: 167

）。
現
に
ア
メ
リ

カ
の
特
使
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ロ
ン
の
回
想
の
中
で
も
、
チ
ェ
ル
ニ
ン
は
つ
ね
に
ド
イ
ツ
宮
廷
と
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
意
向
で
動
き
、
ド
イ
ツ

＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
）
27
（

る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
一
つ
の
演
説
で
「
講
和
」
と
同
時
に
「
拳
（Faust

）」
を
語
る

チ
ェ
ル
ニ
ン
と
、
一
貫
し
て
講
和
を
語
る
ラ
マ
シ
ュ
と
を
対
比
し
、
後
者
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
（F474

―483: 136

）。

　
以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
ラ
マ
シ
ュ
論
で
ク
ラ
ウ
ス
が
引
用
し
た
ラ
マ
シ
ュ
の
論
文
・
演
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
軍
縮
、
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ

ナ
ル
派
と
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
批
判
、
講
和
と
国
際
的
仲
裁
機
関
の
設
立
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
れ
ら
の
主
題
そ
れ
自

体
は
、
字
面
だ
け
を
見
れ
ば
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
と
は
無
関
係
の
一
般
的
な
反
戦
平
和
思
想
で
あ
る
。
次
章
で
は
こ
う
し
た
ク
ラ

ウ
ス
の
支
持
す
る
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
思
想
が
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
に
根
ざ
し
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
保
守
思
想
か
ら
発

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ラ
マ
シ
ュ
反
戦
思
想
を
要
約
し
な
が
ら
提
示
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ク
ラ
ウ
ス
反
戦
思
想
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

保
守
反
戦
思
想
の
系
譜
に
位
置
す
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
ラ
マ
シ
ュ
に
代
表
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
反
戦
思
想
の
内
容
を
考
察

し
た
い
。

四
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
反
戦
思
想

㈠
　
批
判
の
対
象

　
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
と
は
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
と
は
異
な
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
存
在
意
義
を
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説
く
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
次
大
戦
に
お
い
て
、
ラ
マ
シ
ュ
の
批
判
の
主
眼
は
ド
イ
ツ
帝
国
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
に
向
け
ら
れ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
で
は
「
第
三
演
説
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
上
院
議
員
で
あ
っ
た
ラ
マ
シ
ュ
は
ク
ラ
ウ
ス
の
よ
う
に
表
立
っ
て
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
批
判
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

ラ
マ
シ
ュ
は
「
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
の
政
治
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
に
対
す
る
鋭
い
敵
対
者
」
で
あ
っ
）
28
（
た
。
ラ
マ
シ
ュ
の
論
文
の
端
々

に
は
、
権
力
政
治
と
軍
拡
の
帰
結
で
あ
る
一
次
大
戦
の
原
因
が
ド
イ
ツ
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
軍
拡
競
争
が
開
始
さ
れ
た
年
と
し
て
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
一
八
七
一
年
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
（ES: 114

）、
ま
た
ハ
ー
グ
会

議
で
ド
イ
ツ
（
並
び
に
フ
ラ
ン
ス
）
の
代
表
が
強
硬
に
軍
縮
提
案
に
反
対
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
（ES: 144

―

145

）。
ま
た
一
九
一
七
年
の
論
文
で
「
党
派
な
ど
も
は
や
存
在
せ
ず
、
た
だ
人
類
の
み
（Ich kenne keine Parteien m

ehr, ich kenne nur 

M
enschen.

）」（ES: 116

）
と
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
一
次
大
戦
開
戦
演
説
を
平
和
主
義
的
文
言
に
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
演
説
は
「
人
類
」
の
部
分
が
「
ド
イ
ツ
人
」
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
戦
意
を
あ
お
る
国
粋
主
義
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　
だ
が
ラ
マ
シ
ュ
の
反
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
感
情
は
彼
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
よ
り
も
、
周
囲
の
証
言
か
ら
鮮
明
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
一
次
大
戦
中
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
ラ
マ
シ
ュ
宅
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
、
自
伝
『
昨
日
の
世
界

（D
ie W

elt von G
estern

）』
の
中
で
、
ラ
マ
シ
ュ
に
ド
イ
ツ
と
の
同
盟
破
棄
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
）
29
（
る
。
ま
た
一
九

一
八
年
に
ラ
マ
シ
ュ
と
会
談
を
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
特
使
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ロ
ン
は
、
ラ
マ
シ
ュ
が
つ
ね
に
ド
イ
ツ
の
こ
と
を
プ
ロ
イ
セ
ン

と
呼
び
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
勝
利
と
は
世
界
の
精
神
的
敗
北
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
物
質
主
義
化
に
帰
結
す
る
と
、
ヘ
ロ
ン
に
語
っ
た
と

伝
え
て
い
）
30
（

る
。
ま
た
ヨ
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
大
戦
中
か
つ
て
の
師
ラ
マ
シ
ュ
に
何
度
か
書
簡
を
送
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
征
服

こ
そ
ド
イ
ツ
の
戦
争
目
的
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
示
し
、
一
九
一
六
年
二
月
に
は
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
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プ
ロ
イ
セ
ン
的
で
、
ル
タ
ー
的
で
、
軍
国
主
義
的
な
中
欧
が
、
歯
を
む
き
出
し
に
し
た
野
獣
の
よ
う
な
態
度
で
世
界
中
と
対
立
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
知
り
、
愛
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
も
は
や
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
で
す
。
私
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
文
化
的
価
値
な
ど
な
く
、
無
抵
抗
に
屈
服

す
べ
き
だ
な
ど
と
い
う
考
え
に
転
向
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
）
31
（

ん
。

後
の
書
簡
で
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
ラ
マ
シ
ュ
と
の
考
え
方
の
一
致
を
喜
ば
し
く
思
う
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
い

わ
ば
同
じ
問
題
を
共
有
す
る
人
物
と
し
て
ラ
マ
シ
ュ
に
書
簡
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
特
に
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
書
簡
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
の
『
中
欧
論
（M

itteleuropa

）』（
一
九
一
五
年
十
一
月
）
が
発
表
さ
れ
、

独
墺
間
の
関
係
強
化
が
叫
ば
れ
る
時
期
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
代
「
中
欧
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
何
よ
り
も
ナ
ウ
マ
ン
的
な
中
欧
、
ド
イ
ツ
帝
国
を
そ
の
盟
主
と
す
る
中
欧
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
ラ
マ
シ
ュ
ら
保
守
反
戦

派
は
、
こ
の
「
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
的
中
欧
」
に
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
を
共
有
し
て
い
）
32
（

た
。

ラ
マ
シ
ュ
が
直
接
ナ
ウ
マ
ン
の
『
中
欧
論
』
を
論
じ
た
数
少
な
い
箇
所
で
、
彼
は
ナ
ウ
マ
ン
的
中
欧
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
二
つ
の
敵
対
陣

営
に
分
離
し
、
将
来
の
戦
争
を
不
可
避
の
も
の
に
し
、
恒
久
平
和
を
不
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
（ES: 174

）。
ま
た

ナ
ウ
マ
ン
の
著
書
に
こ
そ
言
及
し
な
い
も
の
の
、
一
九
一
七
年
一
月
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
治
協
会
で
の
講
演
「
わ
れ
わ
れ
の
講
和
目
）
33
（
的
」

に
お
い
て
も
「
中
欧
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
ラ
マ
シ
ュ
は
、「
中
欧
」
が
協
商
国
側
に
と
っ
て
大
き
な
脅

威
で
あ
る
「
プ
ロ
イ
セ
ン
主
導
下
で
の
政
治
的
・
軍
事
的
に
緊
密
に
統
一
さ
れ
た
国
家
同
盟
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
憂
慮
を
示
し
、

即
時
講
和
を
欲
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
中
欧
」
を
放
棄
し
た
西
と
東
の
媒
介
者
た
る
「
独
立
し
た
強
力
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
こ

そ
協
商
国
側
に
歓
迎
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ラ
マ
シ
ュ
や
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
反
ド
イ

ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
知
識
人
に
分
類
で
き
る
。
彼
ら
の
ド
イ
ツ
帝
国
批
判
、
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
批
判
と
い
う
の
は
、「
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
い
う
側
面
が
強
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
は
、
こ
う
し
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
が
前
面
に
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
非
常

に
辛
ら
つ
な
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
批
判
者
で
あ
っ
）
34
（

た
。
つ
ね
に
言
葉
を
基
準
に
、
語
ら
れ
る
「
言
葉
」
と
実
態
の
乖
離
を
批
判
し
続
け

た
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
侵
略
戦
争
に
過
ぎ
な
い
一
次
大
戦
を
、
あ
た
か
も
聖
戦
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
飾
す
る

最
悪
の
批
判
対
象
で
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
カ
ン
ト
哲
学
と
ド
イ
ツ
軍
の
勝
利
を
結
び
つ
け
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
好
戦
的
演
説

と
、
戦
後
に
懺
悔
の
日
の
必
要
を
説
く
カ
ン
ト
の
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
の
一
節
を
対
比
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
カ
ン
ト
思
想
の

乖
離
を
浮
き
彫
り
に
し
た
寸
評
「
カ
ン
ト
主
義
者
と
カ
ン
ト
」（F474

―483: 155

―156

）
が
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
一
九
一
八
年
五
月
に
ベ

ル
リ
ン
で
開
催
し
た
自
作
朗
読
会
で
も
挑
発
的
に
同
作
を
朗
読
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
寸
評
は
『
人
類
最
後
の
日
々
』
に
も
パ
ラ
フ
レ
ー

ズ
さ
れ
た
（
四
幕
三
七
場
）。
他
に
も
「
講
和
の
日
に
」（F474

―483: 141

―142

）
と
い
う
寸
評
に
お
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
講
和
締

結
後
に
人
類
全
体
の
講
和
の
必
要
を
説
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
カ
ー
ル
一
世
の
演
説
と
、
な
お
勝
利
の
講
和
を
望
む
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世

の
演
説
を
併
記
し
、
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
の
好
戦
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
に
比
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇

帝
カ
ー
ル
一
世
の
平
和
志
向
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
の
勝
利
と
は
精
神
の
貧
困
化
に

よ
る
物
質
的
勝
利
を
意
味
し
、
彼
の
眼
前
に
あ
る
ド
イ
ツ
と
は
も
は
や
詩
人
と
思
想
家
（D

ichter und D
enker

）
の
国
で
は
な
く
、
裁
判

官
と
死
刑
執
行
人
（Richter und H

enker

）
の
国
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
一
幕
二
九
場
）。
も
ち
ろ
ん
『
人
類
最
後
の
日
々
』
に
は
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
帝
国
や
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
へ
の
批
判
も
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
ド
イ
ツ
帝
国
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
へ
の
批
判
の
ほ
う
が
辛

ら
つ
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
は
独
墺
関
係
の
拡
大
に
も
強
く
反
対
し
た
。
一
九
一
八
年
五
月
の
独
墺
両
帝
会
談
を
、
独
墺
関
係
の
「
拡
大
深
化
」
で

あ
る
と
喧
伝
す
る
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
、
ク
ラ
ウ
ス
は
そ
れ
が
従
属
の
強
化
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
「
拡

大
深
化
」（F484

―498: 1

―12

）（
五
幕
八
場
・
九
場
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
）
と
題
さ
れ
た
寸
評
で
は
、
同
月
の
新
聞
か
ら
様
々
な
「
拡
大
深
化
」

と
い
う
語
の
用
例
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
行
い
、
最
後
に
は
一
次
大
戦
中
の
日
本
に
よ
る
中
国
へ
の
侵
略
的
要
求
に
関
す
る
報
道
を
引
用
し
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て
、
ま
さ
に
日
中
関
係
が
「
拡
大
深
化
」
さ
れ
て
い
る
、
と
諷
刺
的
コ
メ
ン
ト
を
書
き
加
え
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
独
墺
関
係

と
は
日
中
関
係
に
比
す
べ
き
従
属
関
係
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
そ
も
そ
も
こ
の
会
談
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
カ
ー
ル
一
世
の

対
仏
単
独
和
平
工
作
が
露
見
し
た
こ
と
に
よ
り
ド
イ
ツ
参
謀
本
部
へ
の
弁
明
を
強
い
ら
れ
た
、「
皇
帝
の
カ
ノ
ッ
サ
行
き
」
だ
っ
た
の
で

あ
）
35
（
る
。

㈡
　
ラ
マ
シ
ュ
の
理
念

　
次
に
ラ
マ
シ
ュ
の
理
念
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
ま
ず
外
交
面
に
お
い
て
ラ
マ
シ
ュ
が
一
義
的
に
求
め
た
も
の
は
早
期
の
栄
誉
あ
る
講
和

で
あ
っ
た
。
ラ
マ
シ
ュ
に
と
っ
て
の
栄
誉
あ
る
講
和
と
は
、
領
土
併
合
や
賠
償
を
伴
わ
な
い
講
和
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
の
領
土
が
保
全
さ
れ
る
講
和
を
意
味
し
て
い
た
。
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
思
想
と
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
枠
組
み
の
維
持
を
目
指
す

と
い
う
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
へ
の
深
い
愛
着
か
ら
発
し
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
求
め
た
の
が
戦
後
の
国

際
的
仲
裁
機
関
の
設
置
で
あ
っ
）
36
（

た
。
ラ
マ
シ
ュ
は
ハ
ー
グ
仲
裁
裁
判
所
を
発
展
さ
せ
た
よ
う
な
国
際
的
組
織
の
必
要
性
を
論
じ
、
ア
メ
リ

カ
大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
対
し
て
も
戦
時
中
か
ら
好
意
的
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
（
ラ
マ
シ
ュ
は
戦
後
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
演
説

集
の
独
訳
を
刊
行
し
て
い
）
37
（
る
）。
そ
の
よ
う
な
ラ
マ
シ
ュ
に
と
っ
て
講
和
並
び
に
国
際
的
仲
裁
機
関
両
方
の
阻
害
要
因
と
考
え
ら
れ
た
の
が
、

ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
の
権
力
政
治
と
ナ
ウ
マ
ン
的
な
「
中
欧
」
で
あ
っ
た
。

「
中
欧
」
理
念
に
対
し
、
私
は
争
い
の
平
和
的
調
停
の
た
め
の
組
織
と
平
和
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
国
々
か
ら
な
る
共
同
保
障
を
伴
っ
た
、
平
和
維
持
の

た
め
の
国
家
連
盟
を
対
置
し
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
念
頭
に
あ
る
よ
う
な
そ
う
し
た
普
遍
的
な
国
家
連
盟
は
、
敵
味
方
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
特
殊
な
同
盟
関

係
を
不
要
な
も
の
に
す
る
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
平
静
を
も
た
ら
す
と
い
う
目
的
を
、
一
九
一
四
年
に
完
全
に
自
ら
の
無
力
さ
を
さ
ら
け
出
し
た
勢
力
均

衡
の
政
治
よ
り
も
確
実
に
達
成
す
る
（ES: 174

―175

）。
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こ
こ
で
批
判
を
加
え
る
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
「
中
欧
」
に
対
し
、
ラ
マ
シ
ュ
は
国
家
連
盟
を
置
く
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
国
家
連
盟

構
想
に
は
ラ
マ
シ
ュ
の
国
際
法
志
向
に
加
え
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
へ
の
自
負
も
見
ら
れ
る
。
相
互
に
敵
対
す
る
ネ
ー
シ
ョ

ン
＝
ス
テ
ー
ト
か
ら
な
る
世
界
が
こ
う
し
た
国
際
的
な
上
位
機
関
を
作
る
に
際
し
て
、
多
民
族
国
家
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
」
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
ラ
マ
シ
ュ
は
考
え
て
い
る
（ES: 121

）。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
い
う
多

民
族
国
家
に
お
い
て
、
個
々
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
え
た
統
合
原
理
を
生
み
出
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
定
程
度

「
普
遍
性
」
に
開
か
れ
た
原
理
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ラ
マ
シ
ュ
は
こ
の
観
点
か
ら
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
の
統
合
理
念
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
さ
ら
に
は
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
間
組
織
の
問
題
を
並
行
的
に
論
じ
う
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
と
の
対
応
を

言
え
ば
、
彼
が
こ
う
し
た
講
和
や
国
際
組
織
の
設
立
と
い
う
理
念
に
賛
意
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
論
じ
た
「
第
二
部
」
と
い
う
論

文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
内
政
問
題
で
あ
る
。
国
内
改
革
問
題
は
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
思
想
に
お
い
て
、
講
和
や
国
際
的
仲
裁
機
関
と
い
っ
た
外
交
と
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
戦
時
下
で
の
中
央
集
権
化
と
ド
イ
ツ
中
心
主
義
の
強
化
を
改
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
多
民
族
連
邦

国
家
に
改
組
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
ラ
マ
シ
ュ
は
強
く
主
張
す
る
。
上
述
の
よ
う
に
栄
誉
あ
る
講
和
を
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
枠
組
み

の
維
持
と
捉
え
る
ラ
マ
シ
ュ
に
と
っ
て
、
国
内
改
革
は
こ
の
枠
組
み
の
維
持
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
次
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
多
民
族
国
家
（N

ationalitätenstaat

）
で
あ
り
、
多
民
族
国
家
に
ふ

さ
わ
し
い
の
は
、
何
よ
り
も
、
運
動
・
自
治
・
自
決
の
自
由
で
あ
る
と
。
諸
民
族
の
自
決
権
。
非
常
に
誤
解
の
多
い
言
葉
で
す
。
諸
民
族
の
自
決
権
と

は
、
数
百
年
か
け
て
慣
れ
親
し
ん
だ
あ
ら
ゆ
る
関
係
、
経
済
的
に
も
深
く
根
付
い
た
あ
ら
ゆ
る
関
係
を
引
き
裂
き
、
言
葉
の
呪
物
（Fetisch

）
の
犠

牲
に
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
諸
国
家
が
言
語
的
要
素
に
よ
り
ば
ら
ば
ら
に
引
き
裂
か
れ
、
言
語
的
に
単
一
の
共
同
体
か
ら
な
る
小
さ
な
単
位
へ
と
砕

け
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
民
族
の
自
決
権
と
は
、
一
つ
の
同
じ
大
き
な
国
家
に
同
居
し
て
い
る
諸
民
族
が

―
少
な
く
と
も
あ
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る
観
点
か
ら
し
て

―
自
ら
の
事
柄
を
自
分
で
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
（ES: 140

）。

ラ
マ
シ
ュ
は
一
九
一
七
年
六
月
の
「
第
一
演
説
」
で
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
と
共
に
、
こ
う
し
た
自
治
の
実
現
を
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
理

念
」
と
呼
ん
で
い
る
。
具
体
的
な
文
脈
で
言
え
ば
、
チ
ェ
コ
人
を
代
表
と
す
る
ス
ラ
ブ
民
族
に
自
治
権
を
与
え
、
ド
イ
ツ
人
、
マ
ジ
ャ
ー

ル
人
と
平
等
の
立
場
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
ラ
マ
シ
ュ
は
必
要
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ラ
マ
シ
ュ
は
同
じ
反
戦
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

ユ
リ
ウ
ス
・
マ
イ
ン
ル
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
も
、
一
八
四
八
年
革
命
に
際
し
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
枠
内
で
の
自
民
族
の
同
権
を
求
め

た
チ
ェ
コ
人
政
治
家
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
・
パ
ラ
ツ
キ
ー
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
も
し
七
〇
年
前
に
パ
ラ
ツ
キ
ー
の
プ
ラ
ン
を
実
行
し

て
い
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
力
強
い
文
化
国
家
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
連
邦
化
の
必
要
を
主
張
し
て
い
）
38
（
る
。

　
従
来
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
お
け
る
民
族
問
題
の
解
決
案
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ル
・
レ
ン
ナ
ー
や
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
ら
の
大
著
の

存
在
も
あ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
が
注
目
さ
れ
て
き
）
39
（
た
。
し
か
し
保
守
層
内
部
で
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ

ル
派
を
批
判
す
る
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
派
か
ら
、
ラ
マ
シ
ュ
の
よ
う
な
改
革
案
が
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注

意
が
払
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
国
内
改
革
を
し
な
け
れ
ば
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
枠
組
み
の
維
持
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
現
実
政

治
的
な
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
諸
民
族
の
同
権
こ
そ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
ス
テ
ー
ト
と
は
異
な
る
多
民
族
国
家
と
し
て

の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
か
ら
生
じ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
う
し
た
帝
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ク
ラ
ウ
ス
は
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ

ナ
ル
派
へ
の
批
判
、
軍
縮
、
国
際
的
仲
裁
機
関
の
設
置
に
関
し
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
ラ
マ
シ
ュ
を
肯
定
的
に
引
用
し
て
い
る
が
、
ク

ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
論
の
中
で
は
ラ
マ
シ
ュ
の
国
内
改
革
に
関
す
る
部
分
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ス

は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
現
象
そ
れ
自
体
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
一
次
大
戦
前
に
発
表
さ
れ
た
、
次
の
皮
肉
に
富
ん
だ
二
つ
の
ア
フ
ォ

リ
ズ
ム
は
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
観
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
私
を
同
じ
国
の
愚
か
者
と
、
私
の
倫
理
を
侮
辱
す
る
者
と
、
私
の
言
語
を
汚
す
者
と
結
び
付
け
る
愛
の
こ
と
で
あ
る

（F264

―265: 26

）。

シ
ョ
ー
ビ
ニ
ズ
ム
や
人
種
差
別
ほ
ど
狭
量
な
も
の
は
な
い
。
私
に
と
っ
て
全
て
の
人
間
は
平
等
で
あ
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
馬
鹿
は
い
る
し
、
全
員
に

対
し
て
私
は
平
等
に
軽
蔑
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
ち
っ
ぽ
け
な
先
入
観
な
ど
な
け
れ
ば
い
い
の
に
（F264

―265: 28

）。

同
時
代
に
活
躍
し
た
他
の
多
く
の
知
識
人
と
同
様
に
、
ベ
ー
メ
ン
生
ま
れ
の
ウ
ィ
ー
ン
育
ち
で
、
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
系
で
あ
る
ク
ラ
ウ

ス
は
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
の
多
民
族
性
を
体
現
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
メ
ー
レ
ン
出
身
の
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
レ
ー
ト

リ
ヒ
や
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
の
枠
組
み
そ
れ
自
体
を
破
壊
し

よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
対
し
て
き
わ
め
て
批
判
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
ま
と
め

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
が
熱
心
に
支
持
し
た
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
思
想
と
い
う
の
は
、
現
実
政
治
的
側
面
か
ら

見
れ
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
派
の
反
戦
思
想
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ラ
マ
シ
ュ
を
軸
に
ク
ラ
ウ
ス
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー

の
よ
う
な
到
底
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
二
人
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
が
、
一
次
大
戦
へ
の
反
応
の
形
式
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
と
は
独
立
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
存
在
意
義
を
説
く
ラ
マ
シ
ュ
の
思
想
は
、

ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ナ
ウ
マ
ン
的
中
欧
と
は
異
な
る
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
　
　

　
こ
う
し
た
ラ
マ
シ
ュ
に
代
表
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
派
の
反
戦
思
想
は
現
代
か
ら
見
て
も
非
常
に
興
味
深
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

お
い
て
は
「
多
民
族
国
家
」
と
い
う
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
独
自
性
を
維
持
す
る
と
い
う
「
保
守
」
の
思
想
が
、
逆
に
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
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セ
ン
の
主
導
す
る
戦
争
に
対
す
る
独
特
の
反
戦
的
態
度
を
生
ん
だ
。
こ
れ
を
バ
ウ
ア
ー
は
「
ま
っ
た
く
独
特
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
平
和
主

義
」
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
と
は
異
な
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
独
自
の
道
を
模
索
す
る
が
ゆ
え
に
彼
ら
は
単
独
講
和
を
求
め
た
し
、

国
際
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
仲
裁
機
関
が
必
要
で
あ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
」、「
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
」
た
る
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
が
そ
の
範
た
る
べ
し
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
多
民
族
帝
国
の
中
で
諸
民
族
が
真
の
意
味
で
共
存
す
る
た
め
に
は
、
ド

イ
ツ
中
心
主
義
を
改
め
諸
民
族
の
平
等
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
も
認
識
し
て
い
た
。

　
も
ち
ろ
ん
現
実
政
治
に
お
い
て
彼
ら
の
思
想
が
実
現
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
え
ば
、
そ
こ
に
疑
問
符
が
つ
く
の
は
間
違

い
な
い
。
外
で
は
ド
イ
ツ
軍
に
政
策
の
決
定
権
を
握
ら
れ
、
内
に
は
ス
ラ
ブ
人
へ
の
権
限
付
与
に
反
対
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
抱
え
た
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
と
っ
て
、
ラ
マ
シ
ュ
ら
の
反
戦
思
想
は
実
現
が
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
現
に
カ
ー
ル
一
世
の
和
平
工
作
と
遅
き
に

失
し
た
国
内
改
革
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
思
想
を
そ
の
ま
ま
反
戦
平
和
主
義
と
等
置
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
保
守
思
想
に
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
で
の
ド
イ
ツ
人
の
優
位
を
維
持
す
る
と
い
う
側
面
も
存
在
し
、
ナ
ウ

マ
ン
的
中
欧
を
支
持
す
る
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
の
中
に
は
、
ナ
ウ
マ
ン
の
著
書
の
中
に
中
欧
に
ド
イ
ツ
文
化
を
広
め
る
と
い
う
意
味

で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
使
命
を
読
み
取
る
者
も
あ
っ
）
40
（
た
。
ラ
マ
シ
ュ
の
立
場
は
保
守
派
の
中
で
も
少
数
派
だ
っ
た
の
で
あ
り
、「
オ
ー
ス

ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
な
る
も
の
を
単
純
に
肯
定
的
に
捉
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
の
ド
イ
ツ
人
の
既
得
権
益
を
「
保
守
」
し
よ
う
と
す
る
勢
力
と
、
ラ
マ
シ
ュ
ら
保
守
反
戦
派

の
違
い
は
、
後
者
が
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
を
も
と
に
早
期
の
無
併
合
・
無
賠
償
の
講
和
の
必
要
を
説
き
、
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ

ナ
ル
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
暴
露
し
、
国
際
的
仲
裁
機
関
の
設
置
を
求
め
、
国
内
諸
民
族
の
同
権
を
訴
え
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ

て
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
の
意
義
は
、
現
状
を
追
認
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
概
念
の
中
身
を
換
骨
奪
胎
す
る
こ
と
で
ラ
デ

ィ
カ
ル
な
現
状
批
判
の
理
念
へ
と
変
え
た
こ
と
に
あ
る
。
逆
説
的
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
主
張
は
「
特
殊
」
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
な
「
保
守
」

思
想
に
基
づ
い
た
、「
普
遍
」
的
反
戦
平
和
主
義
と
い
う
「
革
新
」
的
主
張
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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最
後
に
残
る
問
題
は
果
た
し
て
ク
ラ
ウ
ス
に
積
極
的
な
意
味
で
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
の
視
座
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
ラ
マ
シ
ュ
支
持
を
あ
く
ま
で
ラ
マ
シ
ュ
の
思
想
の
う
ち
に
あ
る
早
期
講
和
や
国
際
的
仲
裁
機
関
の
設
置
な
ど

の
具
体
的
目
標
へ
の
共
鳴
の
う
ち
に
読
み
込
み
、
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
思
想
の
根
底
に
あ
っ
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
と
は
無
関

係
と
主
張
す
る
こ
と
も
可
能
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ド
イ
ツ
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
主
導
の
侵
略

戦
争
、
ナ
ウ
マ
ン
的
中
欧
論
に
反
対
す
る
知
識
人
は
ル
ド
ル
フ
・
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
、
カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
な
ど
社
会
主
義
者
の
間

に
も
数
多
く
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
）
41
（
ず
、
ク
ラ
ウ
ス
が
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
も
っ
ぱ
ら
保
守
派
の
政
治
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
を

評
価
し
、
さ
ら
に
は
ま
た
痛
烈
な
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
批
判
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
マ
シ
ュ
の
「
よ
り
純
粋
で
深
い
意
味

で
の
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
（reinere und im

 tieferen Sinn patriotische H
erzen

）」
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（F474

―483: 46

）。

　
一
次
大
戦
直
前
、
一
九
一
四
年
七
月
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
フ
ォ
ー
テ
ィ
ン
ブ
ラ
ス
」
た
る
べ
き
フ
ラ
ン
ツ
・
フ

ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
の
死
を
悼
ん
だ
ク
ラ
ウ
ス
は
（F400

―403: 1

―4

）、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
こ

と
も
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
の
反
戦
思
想
に
強
く
共
鳴
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
一
時
期
社
会
民
主
党
に
接
近
す
る
も
の
の
、

ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
（
合
邦
）
の
脅
威
の
中
ク
ラ
ウ
ス
が
支
持
し
た
の
は
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ル
フ
ス
の
オ
ー
ス
ト
ロ
・

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
で
あ
っ
た
。
自
由
主
義
の
腐
敗
、
戦
争
、
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
時
代
の
危
機
に
対
し
て
彼
が
対
抗
軸
と
し
て
支
持
し
た
の

は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
を
持
つ
上
記
の
政
治
家
た
ち
だ
っ
た
。
革
新
と
保
守
の
同
居
が
つ
ね
に
問

題
と
な
る
ク
ラ
ウ
ス
思
想
の
「
保
守
」
性
の
部
分
の
考
察
に
当
た
っ
て
は
、
彼
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
」
と
し
て
の
意
識
、「
オ
ー
ス
ト

リ
ア
的
中
欧
」
の
視
座
が
彼
の
思
想
に
与
え
た
影
響
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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＊
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
の
著
作
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

・『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』（D

ie Fackel

）
か
ら
の
引
用
はKösel Verlag

の
復
刻
版
を
使
用
し
た
。
引
用
に
際
し
て
は
本
文
中
に
Ｆ
と
略
記
し
、
号
数
、
頁

数
の
順
番
に
記
載
し
た
。

・『
人
類
最
後
の
日
々
』（D

ie letzten Tage der M
enschheit

）
はW

agenknecht

版
（Karl Kraus, Schriften, Band 10, Frankfurt am

 M
ain, 

1986.
）
を
使
用
し
た
。
邦
訳
は
『
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
著
作
集
』
九
巻
並
び
に
一
〇
巻
（
池
内
紀
訳
、
法
政
大
学
出
版
、
一
九
七
一
年
）。
引
用
に

際
し
て
は
本
文
中
に
幕
と
場
の
数
を
記
載
し
た
。

・H
einrich Lam

m
asch

の
反
戦
論
文
集Europas elfte Stunde

（M
ünchen, 1919.

）
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
本
文
中
に
Ｅ
Ｓ
と
略
記
し
、
頁

数
を
記
載
し
た
。

（
１
）　
加
藤
周
一
「
カ
ル
ル
・
ク
ラ
ウ
ス

―
『
人
類
最
後
の
日
々
』
に
つ
い
て
」『
加
藤
周
一
自
選
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、 

二
七
八
頁
。

（
２
）　
ク
ラ
ウ
ス
は
一
八
九
九
年
に
創
刊
し
た
同
誌
を
基
盤
に
、
一
九
三
六
年
に
亡
く
な
る
ま
で
全
九
二
二
号
に
わ
た
り
旺
盛
な
批
評
活
動
を
行
っ
た
。

（
３
）　Claudio M

agris, D
er habsburgische M

ythos in der österreichschen Literatur, Ü
bersetzung von M

adeleine von Pasztory, Salz-
burg, 1966, S. 236.

（『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
神
話
』
鈴
木
隆
雄
、
藤
井
忠
、
村
山
雅
人
訳
、
書
肆
風
の
薔
薇
、
一
九
九
〇
年
、

三
三
四
頁
）。

（
４
）　Steven Beller, V
ienna and the Jews, Cam

bridge U
niversity Press, 1989, p. 187.

（『
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
』
桑
名
映
子
訳
、

刀
水
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
二
一
七
頁
）。

（
５
）　
ナ
ウ
マ
ン
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
＝
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
中
欧
研
究
と
し
て
は
、
板
橋
拓
己
『
中
欧
の
模
索

―
ド
イ
ツ
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
一
系
譜
』（
創
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）　Birgitt M

orgenbrod, W
iener G

rossbürgertum
 im
 Ersten W

eltkrieg. D
ie G
eschichte der 

“Österreichischen Politischen G
esell- 

schaft

” (1916

―1918), W
ien, 1994, Kap. 1 und Kap. 3. 

な
お
こ
の
場
合
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
市
民
層
」
と
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
お

い
て
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
す
る
市
民
層
を
指
す
。

（
７
）　O

tto Bauer, D
ie österreichische Revolution, W

ien, 1923, S. 60.

（『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
革
命
』
酒
井
晨
史
訳
、
早
稲
田
大
学
出
版
局
、 
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一
九
八
九
年
、
九
〇
頁
）。
バ
ウ
ア
ー
は
同
箇
所
で
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
平
和
主
義
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
こ
の
平
和
主
義
の
中
に

は
、
戦
争
に
対
す
る
人
間
的
嫌
悪
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
講
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
す
る
平
和
主
義
的
信
仰
が
、
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
パ
ト
リ
オ
テ
ィ

ズ
ム
と
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
憎
悪
、
さ
ら
に
君
主
国
滅
亡
へ
の
憂
慮
と
民
族
革
命
と
社
会
革
命
に
対
す
る
恐
怖
と
が
混
在

し
て
い
た
。
ラ
マ
シ
ュ
の
人
格
が
こ
の
平
和
主
義
的
潮
流
に
意
義
を
与
え
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
引
用
者
）」。

（
８
）　「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
に
関
す
る
邦
語
先
行
研
究
は
、
村
松
恵
二
『
カ
ト
リ
ッ
ク
政
治
思
想
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
、

特
に
第
四
章
）
を
参
照
の
こ
と
。
村
松
の
研
究
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
（
合
邦
）
の
脅
威
の

下
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
独
立
を
主
張
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
本
論
で
言
う
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
）
を
そ
の
対
象

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
村
松
は
同
時
に
、
ド
イ
ツ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
圧
力
が
高
ま
る
と
き
に
「〈
曲
げ
ら
れ
た
小
枝
〉
の
反
発
」
と
し

て
生
じ
る
こ
う
し
た
理
念
が
一
九
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
の
捉
え
が
た
さ
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。「〈
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
を
一
義
的
に
定
義
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
実
現
す
る
た

め
の
組
織
が
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
特
定
の
理
論
家
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
理
論
体
系
が
存
在
し
た
の
で
も
な
い
。
ま
た
〈
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
は
、
い
わ
ば
即
興
的
に
形
成
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
考
え
抜
か
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
い
」（
同
二

一
六
頁
）。

（
９
）　
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ラ
マ
シ
ュ
自
身
に
よ
る
回
想
が
あ
る
。H

einrich Lam
m
asch, Erzherzog 

Franz Ferdinand, in: M
arga Lam

m
asch und H

ans Sperl

（H
g.

）, H
einrich Lam

m
asch. Seine A

ufzeichnungen, sein W
irken und 

seine Politik, W
ien, 1922, S. 77

―95.

（
10
）　
ラ
マ
シ
ュ
の
経
歴
に
関
し
て
主
に
参
考
に
し
た
の
は
、
注
（
９
）
に
挙
げ
た
マ
ル
ガ
・
ラ
マ
シ
ュ
と
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ペ
ー
ル
に
よ
る

編
著
に
加
え
、
以
下
の
文
献
で
あ
る
。Albert Fuchs, G

eistige Ström
ungen in Ö

sterreich, 1867 bis 1918, W
ien, 1949, S. 265

―

271. ; Ö
sterreichisches biographisches Lexikon 1815
―1950, Band IV, W

ien, 1950, S. 415

―416. ; Stephan Verosta, D
er Bund 

der N
eutralen. H

einrich Lam
m
asch zum

 G
edächtnis, in: A

nzeiger der österreichischen A
kadem

ie der W
issenschaften, 

philosophisch=historische Klasse, 106. Jahrgang 1969, N
r. 12, S. 175

―198. ; Fritz Fellner, H
einrich Lam

m
asch, in: H

elm
ut 

D
onat und Karl H

oll

（H
g.

）, D
ie Friedensbewegung. O

rganisierter Pazifism
us in D

eutschland, Ö
sterreich und in der Schweiz, 

D
üsserdorf, 1983, S. 243

―245. ; Erich Kussbach, H
einrich Lam

m
asch. Scholar of Public International Law

 and Austrian State-
m
an, in: M

iskolk Journal of International Law, Vol. 1. 2004, N
o. 2, pp. 64

―78.
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（
11
）　Jam

es Brow
n Scott, H

einrich Lam
m
asch

（1853

―1920

）, in: The A
m
erican Journal of International Law, Vol. 14, N

o. 4, O
ct. 

1920, p. 609.
（
12
）　W

. R. Bisschop, H
einrich Lam

m
asch, in: British Yearbook of International Law, 1920

―1921, p. 230.
（
13
）　M

orgenbrod, W
iener G

rossbürgertum
 im
 Ersten W

eltkrieg, S. 50.
（
14
）　Jens M

alte Fischer, D
as technorom

antische Abenteur. D
er Erste W

eltkrieg im
 W
iderschein der Fackel, in: Klaus Vondung

（H
g.

）, Kriegserlebnis, G
öttingen, 1980, S. 284.

（
15
）　Alfred Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, W
ien, 1976, S. 186.

（
16
）　Pfabigan, ibid., S. 173

―176.

（
17
）　
太
田
隆
士
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
『
人
類
最
後
の
日
々
』
試
論

―
戦
争
と
報
道
」『
駿
河
台
大
学
論
叢
』
二
三
号
、
二
〇
〇
一
年
、
五
五

頁
。H

arry Zohn, Karl Kraus, Ü
bersetzung von Ilse G

oesm
ann, Frankfurt am

 M
ain, 1990, S. 87.

（
18
）　Frank Field, The Last D

ays of M
ankind, Karl Kraus and his V

ienna, London, 1967, pp. 123

―124. ; Edw
ard Tim

m
s, Karl 

Kraus, A
pocalyptic Satirist, Culture and Catastrophe in H

absburg V
ienna, Yale U

niversity Press, 1986, p. 356.

（
19
）　Field, ibid., p. 124.

（
20
）　Tim

m
s, Karl Kraus, 1986, p. 363. ; Edw

ard Tim
m
s, Karl Kraus, A

pocalyptic Satirist, The Post

―W
ar Crisis and the Rise of 

the Swastika, N
ew
 H
eaven, 2005, pp. 486
―487.

（
21
）　Paul Schick, Karl Kraus, H

am
burg, 1965, S. 90.

（
22
）　
ラ
マ
シ
ュ
並
び
に
保
守
反
戦
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。M

orgenbrod, W
iener G

rossbürgertum
 im
 Ersten 

W
eltkrieg. ; H

einrich Benedikt, D
ie Friedensaktion der M

einlgruppe 1917/18, G
raz

―Köln, 1962. ; G
ünther Ram

hardter, 
G
eschichtswissenschaft und Patriotism

us. Ö
sterreichsche H

istoriker im
 W
eltkrieg 1914

―1918, W
ien, 1973, S. 62

―72.

（
23
）　
ク
ラ
ウ
ス
の
「
テ
ク
ノ
ロ
マ
ン
主
義
」
論
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
義
彦
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
第
一
次
世
界
大
戦
」（『
法
学
政
治
学
論
究
』 

八
六
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
五
〇
―
一
五
三
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）　N

eue Freie Presse, 2. M
ärz, 1918, S. 5. ; Bisschop, H

einrich Lam
m
asch, p. 290.

（
25
）　H

einrich Friedjung, G
egner des deutschen Bündnisses in Ö

sterreich, in: Vossische Zeitung, 8. M
ärz, 1918. ; H

einrich Fried-
jung, D

ie G
egner des Bündnisses m

it D
eutschland, in: N

eue Freie Presse, 17. M
ärz, 1918.



法学政治学論究　第88号（2011.3）

164

（
26
）　Stephan Verosta, Josepf Schum

peter gegen das Zollbündnis der D
onaum

onarchie m
it D
eutschland und gegen die Anschluss- 

politik O
tto Bauers, in: M

ichael N
eider

（H
g.

）, Festschrift für Christian Broda, W
ien, 1976, S. 393

―394.
（
27
）　G

eorge H
erron, H

einrich Lam
m
asch

’s suggestion for peace in Bern 1918, in: H
einrich Lam

m
asch. Seine A

ufzeichnungen, 
sein W

irken und seine Politik, S. 188.
（
28
）　M

orgenbrod, W
iener G

rossbürgertum
 im
 Ersten W

eltkrieg, S. 75.

（
29
）　Stefan Zw

eig, G
esam

m
elte W

erke in Einzelbänden, Band IV, Frankfurt am
 M
ain, 1981, S. 296

―300. （『
昨
日
の
世
界
』
原
田
義
人 

訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
一
年
、
三
八
六
―
三
九
〇
頁
）。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
同
箇
所
で
ラ
マ
シ
ュ
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。「
二
人
と
も

（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
と
イ
グ
ナ
ツ
・
ザ
イ
ペ
ル
の
こ
と

―
引
用
者
注
）
断
固
た
る
平
和
主
義
者
で
あ
り
、
厳
格
な
信
仰
を
持
つ
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
情
熱
的
な
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
、
ド
イ
ツ
的
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
的
＝
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
的
軍
国
主
義
に
対
し
て
も
っ
と
も
深
い
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
軍
国
主
義
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
伝
統
的
理
念

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
そ
の

カ
ト
リ
ッ
ク
的
使
命
と
は
結
合
し
得
な
い
も
の
と
感
じ
て
い
た
（
傍
点
引
用
者
）」。

（
30
）　H

erron, H
einrich Lam

m
asch

’s suggestion for peace in Bern 1918, S. 189.

（
31
）　Verosta, Josepf Schum

peter gegen das Zollbündnis der D
onaum

onarchie m
it D
eutschland und gegen die Anschlusspolitik 

O
tto Bauers, S. 384

―385.

（
32
）　Ram

hardter, G
eschichtswissenschaft und Patriotism

us, S. 69.

（
33
）　H

einrich Lam
m
asch, U

nsere Friedensziele, in: Benedikt, D
ie Friedensaktion der M

einlgruppe 1917/1918, S. 65

―69.

（
34
）　
ク
ラ
ウ
ス
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
批
判
に
関
し
て
は
、M

onika G
lettler, Karl Kraus zw

ischen Prussophielie und Prussophobie. Bis-
m
arck und W

ilhelm
 II in die Fackel.

（Ö
sterreich in G

eschichte und Literatur, XXIII, N
r. 3, 1979, S. 148

―166.

）
を
参
照
の
こ
と
。

（
35
）　
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
『
世
界
強
国
へ
の
道

―
ド
イ
ツ
の
挑
戦1914

―1918

』
第
二
巻
、
村
瀬
興
雄
監
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、

三
一
六
頁
。

（
36
）　
ラ
マ
シ
ュ
の
こ
う
し
た
国
際
的
上
位
機
関
に
関
す
る
考
え
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、Bert Riehle, Eine neue O

rdnung der W
elt. 

Föderative Friedenstheorien im
 deutschsprachigen Raum

 zwischen 1892 und 1932.

（G
öttingen, 2007, S. 77

―80.

）
を
参
照
の
こ
と
。

（
37
）　H

einrich Lam
m
asch, W

oodrow W
ilsons Friedensplan, Leipzig, 1919. 

レ
ー
ト
リ
ヒ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ラ
マ
シ
ュ
は
学
生
時
代
の
レ

ー
ト
リ
ヒ
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
著
作
を
読
む
よ
う
勧
め
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
ラ
マ
シ
ュ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
へ
の
関
心
が
一
次
大
戦
を
は
る
か
に
遡
る
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も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（Jam

es Brow
n Scott, H

einrich Lam
m
sch, p. 612.

）。

（
38
）　H

einrich Lam
m
asch, Brief an M

einl, 25. Februar, 1917, in: Benedikt, D
ie Friedensaktion der M

einlgruppe 1917/1918, S. 69.
（
39
）　
古
典
的
な
邦
語
研
究
と
し
て
、
矢
田
俊
隆
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
と
民
族
問
題
」（『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
史
研
究

―
中
欧
多
民
族
国

家
の
解
体
過
程
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
二
九
一
―
三
四
七
頁
）
を
参
照
。
ま
た
レ
ン
ナ
ー
、
バ
ウ
ア
ー
の
民
族
問
題
に
関
す
る
大
著
に
は

邦
訳
が
あ
る
。
カ
ー
ル
・
レ
ン
ナ
ー
『
諸
民
族
の
自
決
権

―
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
適
用
』
大
田
仁
樹
訳
、
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。

オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
『
民
族
問
題
と
社
会
民
主
主
義
』
丸
山
敬
一
、
倉
田
稔
、
相
田
慎
一
、
上
条
勇
、
大
田
仁
樹
訳
、
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇

〇
一
年
。

（
40
）　H

enry Cord M
eyer, M

itteleuropa. In G
erm
an Thought and A

ction 1815

―1945, H
ague, 1955, p. 210.

（
41
）　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
ら
社
会
主
義
者
に
よ
る
、
大
ド
イ
ツ
主
義
的
・
ナ
ウ
マ
ン
的
中
欧
論
へ
の
反
論
に
つ
い
て
は
、
河
野
裕
康

「
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
と
中
欧
構
想
」（『
社
会
思
想
史
研
究
』、
第
一
一
号
、
一
九
八
七
年
、
一
七
七
―
一
九
三
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
当

然
の
事
な
が
ら
社
会
主
義
者
の
反
論
は
、
経
済
的
分
析
や
反
帝
国
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
」
理
念
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
い
。

＊
欧
語
文
献
に
関
し
て
、
邦
訳
の
あ
る
も
の
は
基
本
的
に
そ
れ
に
依
拠
し
、
適
宜
訳
語
の
変
更
等
を
行
っ
て
い
る
。

＊
本
研
究
は
「
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
補
助
を
受
け
て
い
る
。
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髙
橋
　
義
彦
（
た
か
は
し
　
よ
し
ひ
こ
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
社
会
思
想
史
学
会
、
政
治
思
想
学
会

　
専
攻
領
域
　
　
政
治
思
想
史
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
ツ
政
治
文
化
史

　
主
要
著
作
　
　「
都
市
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
間
で

―
シ
ョ
ー
ス
キ
ー
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
論
の
再
検

討
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
第
一
次
世
界
大
戦
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
六
号
（
二

〇
一
〇
年
）


